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取得学位

日本地理学会　人文地理学会、経済地理学会、日本都市地理学会、近畿都市学会

大都市圏の構造に関する研究

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

・地域開発特論（通年）授業科目

学部担当科目

・都市地理学（後期）
・地理学特殊講義（後期）
・地理学講読・調査法（通年）
・地理学演習（通年）
・地理学卒業演習（通年）
・人文地理学Ⅰ（前期），Ⅱ（後期）

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】
日本地理学会資格専門委員，近畿都市学会評議員，高の原カルチャーサロン講演「郊外住宅地
の変容」（2014年10月11日）

名古屋大学大学院人間情報学研究科博士後期課程修了

博士（学術）

都市地理学

最終学歴

・論文「大都市圏郊外における中心都市への通勤者数減少の要因に関する考察―1990年代後
半以降の奈良県生駒市を中心に―」（地理学評論87-1）が，日本地理学会賞（優秀論文部門）を
受賞した．
・科学研究費補助金（若手研究B)により，大阪市福島区において居住と就業に関するアンケート
調査を実施した．

　【研究上の特記事項】

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

全学入試委員，図書館委員

専門分野

大学院博士後期課程
担当科目

通信教育部担当科目 ・人文地理学



単著

共著

単独

単著

単著

③

地域調査にかかわる文献を紹介したも
の．

奈良大学研究助成の概要報告．

人口移動や多様化する産業など，現代
日本の様々な地域事象について，人文
地理学の研究成果を取り入れつつ平
易な記述で解説したもの．

③

（学会発表）

⑤

①書評：『都市空間の見方・考
え方』（高橋伸夫・菊地俊夫・根
田克彦・山下宗利編著），『地域
調査ことはじめ―あるく・みる・
かく』（梶田真・仁平尊明・加藤
政洋編）

③

（その他）

②郊外の旧市街地における居
住に関する研究

④

②

郊外地域の居住・就業行動の変化につ
いて，鉄道駅周辺において実施したア
ンケート調査をもとに発表したもの．

①

②

②京阪神大都市圏郊外におけ
る中心都市への通勤者数減少
の要因について

③

①大都市圏郊外の鉄道駅周辺
における居住と就業

研究業績[著書、学術論文等]

①『現代社会の人文地理学』

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

郊外地域の通勤流動について，中心
都市への通勤者数の変化の観点から
論じたもの．

地域調査士通信No.2

総合研究所所報23

2015年3月

2015年3月

人文地理学会都市圏
研究部会，神戸大学
梅田インテリジェントラ
ボラトリ

2014年5月

日野正輝・香川貴志編
『変わりゆく日本の大
都市圏』ナカニシヤ出
版

古今書院2014年9月

2015年2月


